
離散数学４ 1

A ∪（B ∩ C）
 

= （A ∪ B）∩（A ∪ C）の証明例
⊆⊇

x ∈A∪（B ∩ C） ⇒ x ∈A または x ∈（B ∩ C）
 

（∵ ∪の定義）

①
 

x ∈Aの場合， x ∈A ∪ B かつ
 

x ∈A ∪ C （∵
 

∪の定義）

∴
 

x ∈（A ∪ B）∩（A ∪ C）
 

（∵∩の定義）

②
 

x ∈（B ∩ C）の場合，x ∈B かつ x ∈C （∵
 

∩の定義）

⇒
 

x ∈A ∪ B かつ x ∈A ∪ C （∵
 

∪の定義）

∴
 

x ∈（A ∪ B）∩（A ∪ C）
 

（∵∩の定義）

いずれの場合も， x ∈（A ∪ B）∩（A ∪ C）

∴
 

A ∪（B ∩ C） ⊆ （A ∪ B）∩（A ∪ C）

∀x [ x∈A∪（B ∩ C） → x ∈ （A ∪ B）∩（A ∪ C）] を示す
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